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１ 

実態把握 

 通常の学級でも，例えば健康面や家庭環境等で配慮が必要な児童生徒については，その

実態を把握していたと思います。特別支援学級でもその点は同じです。しかし，児童生徒

に合った指導を進めるためには，より深く細かい実態把握が必要です。しっかりとした実

態把握ができると，その後の指導がかなりスムーズになります。 

 児童生徒の実態は，通常，実態把握のための用紙（文部科学省が示している様式の例は

33ページ）に記された項目に沿って，記録しておくとよいでしょう。用紙の書式は特に決

まってはいないので，学校ごとに工夫して作成しています。しかし，市町村によっては，

統一した書式を使っている場合もあります。ここでは，特定の書式によらず一般的な事柄

について説明します。 

１ 実態把握の方法（情報収集の仕方） 

□ 本人に話を聞く。 

 自分は何を頑張りたいのか，将来どうしたいのかといった，児童生徒自身の願いを聞きとり，

指導に反映させましょう。また，児童生徒との関係ができてきたならば，つまずいていることに

ついて，児童生徒本人に率直に「どこが分からないんだろう？」と聞いてみるのもよいでしょう。

そこから，つまずきの原因を推定するヒントが見つかることも多くあります。 

□ 保護者に話を聞く。 

 家庭訪問や面談を利用して，少し時間をかけて詳しく聞きましょう。小さい頃の様子，保護者

から見た児童生徒のよいところや気になるところ等，あわせて保護者の願いも聞いておくと，指

導の連携がしやすくなります。 

□ 児童生徒の日常の姿を観察する。 

 次の「実態把握をするときに特に大切にしたいこと」（32 ページ参照）であげた３点を意識し

て児童生徒を見ていくと，多面的な実態把握ができるのではないかと思います。また，児童生徒

の様子について，常にメモをとる習慣をつけておきましょう。 

□ 児童生徒の提出物等を観察する。 

 児童生徒が書いたノートやテストの答案用紙，図工・美術，技術家庭の作品は，児童生徒のつ

まずきを知る貴重な情報源です。できた，できないという結果だけでなく，つまずき方なども見

取っていきましょう。 

□ 他の教職員に話を聞く。 

 通常の学級でその児童生徒を見ている教員，養護教諭，特別支援教育支援員，他の教科を担当

している教員などから，児童生徒の様子を聞くことで，いろいろな場面での児童生徒の姿が見え

てきます。また，前年度までの担任が残した記録があると，それも活用することができます。 
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□ チェックシートや心理検査を活用する。 

 児童生徒の実態を客観的に見るためのツールがたくさん出ています。ウェクスラー式や田中ビ

ネー式知能検査といった個別式の心理検査，ＬＤＩ−ＲやＳ−Ｍ社会生活能力検査といったチェッ

クリスト式のもの，文部科学省も特別な支援を必要とする児童生徒のためのチェックリストを作

成しています。 

 これらを活用することで，行動観察や聞き取りだけでは見えなかった児童生徒の姿が明らかに

なり，児童生徒の理解がより深まります。また，心理検査の結果等を活用することで，客観的に

児童生徒の状態を示す情報を得ることができる場合もあります。児童生徒の知的発達，特に知能

や認知特性に関する状態を把握する上で大切になりますので，特別支援教育の担当者として，心

理検査の勉強もしておきたいですね。 

子ども理解のための ＜みトリ ききトリ よみトリ＞ 

  

 

実態把握で大切なのは，児童生徒を肯定的な視点から温かく理解しようと

する教師自身の心構えです。共に学び合う人としての出会いを大切にしな

がら以下のような視点で実態把握をしてみましょう。 

    【みトリ】児童生徒の姿を肯定的に見て取る 

       

 

【よみトリ】児童生徒の情報を正しく読み取る 

 

 

 

【ききトリ】児童生徒の本当の声を聞き取る 

 

 

 

 

平成15・16年度茨城県教育研修センター 
「特別支援教育における子ども理解の在り方」より 

主に「観察」と言われる方法のこと。その児童生徒の行動特性や興味・関心な

ど「質的な情報」であり，数量的に表すことは難しいですが，アセスメントを進

めるために重要な情報です。 

発達検査や知能検査など，標準化された「検査」の結果や過去の指導記録など

の情報を読み取ること。特に「検査結果」などから得られる情報は，何らかの単

位をもった数量として表すことのできる「量的情報」であり，客観性が高いとい

う特徴がありますが，指導や支援につなげるためには，その数字の意味すること

を読み取る技術が求められます。 

家庭訪問や個別面談など，児童生徒本人や保護者からの「願い」を聞き取る「面

接」による方法のこと。本人や保護者によっては，話し方が様々です。「願い」

が高いと担当者が感じることもあるかもしれません。どのような「願い」であっ

ても，まずは受け止めることが大切です。そのうえで「面接」を重ねながら「願

い」を整理し，本当の声としてのニーズを把握することが求められます。 
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２ 実態把握をするときに特に大切にしたいこと 

□ 得意なことやできること，好きなことを特によく探しましょう。 

 特別支援教育の指導は，ともすると，児童生徒のできないことを，何度も繰り返し学習するこ

とで，できるようにさせていく，といったものになりがちです。もちろん，繰り返しの学習は大

切ですが，そればかりだと，成果に結びつきにくく，意欲が低下してしまいます。児童生徒の得

意なことやできることを上手に生かして指導にあたりましょう。 

 児童生徒は，誕生してから今まで，たくさんの経験をし，たく

さんのことを身につけながら大きくなってきました。他の児童生

徒と比べるのではなく，その子の中の得意なことやできることを

探しましょう。その子が好んですることの中には，得意なことが

隠れている場合も多くあります。 

 得意なことを生かしながら学習を進めることで，今までできな

かったことが，思ったより簡単にできるようになることはよくあ

ります。 

□ 実態把握を「できないこと」の羅列で終わらせないでください。可能な限り「な

ぜできないのか？」という原因を分析しましょう。 

 「できること」だけでなく，「できないこと」や「つまずいていること」を把握することも大

切です。しかし，「あれもできない，これもできない」と，「できないこ

と」を羅列しただけでは，児童生徒への見方が否定的になるだけで終わ

ってしまいます。できない原因を探り，指導の中でそれをカバーする手

立てを工夫していくといいですね。 

 しかし，実際にやってみると，できない原因を分析するのは，なかな

か難しいものです。ＬＤや自閉スペクトラム症といった障害について勉

強することは，原因を推定するのに役立ちます。また，知能検査やチェ

ックリストの結果を活用することで，できない原因が分かることもあり

ます。 

□ 場所，環境，活動場面によって児童生徒の姿は変化することを理解しましょう。 

 全く同じことでも，特別支援学級ではできるのに，通常

の学級ではできない，ということは意外に多いものです。

同じように家庭ではできるのに学校ではできない，もしく

はその逆の場合もあります。児童生徒の行動は，場所や周

りの環境によって左右されてしまうものです。いろいろな

場面や場所での児童生徒の様子を把握しておきましょう。 
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実態把握のための用紙の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実態把握の方法（情報収集の仕方） 

（ア）本人に話を聞く 

（イ）保護者に話を聞く 

（ウ）児童生徒の日常の姿を観察する 

（エ）児童生徒の提出物等を観察する 

（オ）他の教職員に話を聞く 

（カ）チェックシートや心理検査を活用する 

 

大切にしたいこと 

（ア）得意なことやできることを

よく探す 

（イ）「できない」原因を推定する

（「実態の分析」欄の記入） 

（ウ）様々な場面の様子を把握 
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２ 

個別の教育支援計画の作成 

 個別の教育支援計画とは，家庭や医療機関，福祉施設などの関係機関と連携しながら子

供を支えていくことを理念とした，様々な側面からの取組を示した計画です。担任の先生

が中心となって保護者や本人に話を聞きながら作成し，それを関係者・機関に提案，協議

してつくります。関係機関との調整役は特別支援教育コーディネーターが担います。 

長期的な展望を重視していることも特徴の一つです。 

 個別の教育支援計画の様式は特に決まっていないため，市町村ごともしくは学校ごとに

作成や活用がしやすいものを工夫して作成しています。（参考までに，茨城県教育委員会が

例示している書式を次ページに示します。） 

１ 個別の教育支援計画作成のポイント 

□ 保護者と（可能であれば本人と）共に作成し，内容については合意形成を図るよ

うにします。 

□ 病院や療育機関，学校等，関係する機関と一緒に支援内容を考えることで，将来

にわたっての一貫した支援の見通しがもてるようにします。 

□ 進級や進学後でも必要な情報が確実に引き継がれるよう記載し取り扱います。そ

の際，提供する合理的配慮について明記することが望ましいです。  

□ 個別の教育支援計画の内容を関係機関等と共有する場合は，事前に保護者の了解

を得るようにするともに，内容の取扱いには十分に留意します。 

＜学校における合理的配慮について＞ 

合理的配慮とは，障害のある子供が十分に教育を受けるための，個に応じ

た変更・調整のことをいいます。本人もしくは保護者から意思の表明があ

った合理的配慮については，正当な理由もしくは過重な負担が無い場合，

それを拒否したり提供しなかったりすると「障害を理由とする差別」とな

ります。 

合理的配慮の提供に関する一律の基準はありません。提供する合理的配慮

については，学校等の施設・設備や支援体制等（基礎的環境整備）と本人

の実態を踏まえてその都度検討しながら，本人保護者と合意形成を図って

いくことになります。 
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＜個別の教育支援計画の項目例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨城県教育委員会ＨＰ[学校教育]-[特別支援教育]-[特別支援教育に関する資料]-[個別の教育支援計画] 

http://www.edu.pref.ibaraki.jp/board/gakkou/tokubetsushien/siryou/h27shienkeikaku.pdf より 
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３ 

個別の指導計画の作成 

 個別の指導計画とは，幼児児童生徒一人一人について，指導の目標や内容，配慮事項な

どを示した計画です。学校における指導が計画の中心ですが，家庭等の取組が示されるこ

ともあります。きめ細やかな指導のための，基本的には，年，学期単位の計画です。 

 個別の指導計画の書式は特に決まっていないため，基本的には学校ごとに工夫して作成

しています。しかし，市町村によっては，統一した書式を使っている場合もあります。こ

こでは，特定の書式によらず一般的な事柄について説明します。（参考までに，文部科学省

が例示している書式を39ページに示します） 

 個別の指導計画に基づく指導の

流れは，右の図のような段階を踏

んで行われます。これらの段階は

一つ一つがバラバラに行われるの

ではなく，一連のサイクルとして

機能させることが重要です。 

 個別の指導計画の内容について

は，合理的配慮の考え方を踏まえ

て本人や保護者との合意形成を図

ることが重要です。 

１ 実態把握のポイント 

 前項を参照してください。 

２ 目標設定のポイント 

 把握した実態をもとに，指導を通して児童生徒にどのような力をつけたいのかを決めま

す。多くの場合，１年間で達成を目指す「長期目標」と，１学期間もしくは半期で達成を

目指す「短期目標」を設定しています。（☞「授業づくり編」Ⅱ－１ 目標設定の工夫） 

目標設定全般 

□ 保護者や本人の願いを尊重しましょう。 

□ 個別の教育支援計画をふまえた目標を立てましょう。 

□ 集団や社会へ参加することを念頭に置いた目標を立てましょう。 

□ 児童生徒の指導に関わる教員が一緒に話し合いながら目標設定ができると，効果

的な個別の指導計画が立案できます 

１ 実態把握 

２ 目標設定 
 （長期目標，短期目標） 

３ 具体的な手立て 

５ 総合評価 

４ 指導の展開 
 （日々の記録と評価） 

修正 来期の計画
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長期目標 

□ 「１年後にはこんな子になっていてほしい」という，指導のおおまかな方向性を

示すものです。 

□ 指導者自身が価値を感じるような目標を立てることが大切です。 

短期目標 

□ 分かりやすい具体的な行動の目標を立てると，評価がしやすくなり，一貫した指

導が展開できます。 

「理解する」「気づく」という目標よりは，「書く」「口頭で答える」といったような目に見える行

動を目標とした方が望ましいです。達成の基準として数値的な記述（「８割以上」とか「５分間」

など）を入れてもいいでしょう。 

□ 長期目標をふまえ設定しましょう。 

３ 具体的な手立てのポイント 

 指導目標を達成するための，指導の手立てを記入していきます。 

□ 合理的配慮の考え方をふまえて，児童生徒の充実した学びを保障するためにはど

のような手立てが必要かを考えましょう。 

□ 児童生徒の得意な面を生かし，不得意な面をカバーする手立てを工夫しましょう。 

□ 児童生徒へ直接アプローチする他に，学習環境（教室環境，座席の位置など）を

整えることも効果的です。 

４ 指導の展開（日々の記録，評価）のポイント 

 個別の指導計画に基づいて，実際に指導を行う段階です。個別の指導計画の内容を意識

しながら日々の指導を行うことで，一貫性のある効果的な指導が展開できます。 

□ 指導の結果を日々評価します。目標は妥当であるか（高すぎないか，低すぎない

か），手立ての量や質は適切か，などを児童生徒の姿を見取り，自分の指導を評

価していきます。当初の見立てとは異なる児童生徒の姿が見えてきた時は，必要

に応じて指導目標や手立てを修正していきます。 

□ 日々の記録は，効果的な指導を行う大きなポイントです。その際，個別の指導計

画の内容に基づいた記録をすることで，計画の修正や見直し，そして評価がしや

すくなります。また，児童生徒の提出物等（ノートや答案用紙，図工・美術等の

作品）も記録の一つとして活用できます。 
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５ 総合評価のポイント 

 学期ごと，もしくは半期，一年ごとに，まとめの評価を行いましょう。目標の達成状況，

手立ての有効性などが評価の対象となります。 

□ 特別支援学級担任が一人で行うのではなく，指導に当たった教員を交えながら行

えるといいでしょう。また，保護者の意見や感想を聞くことも大切です。 

□ 評価は，個別の指導計画に記入します。 

□ 評価が記入された個別の指導計画は，最終的に保護者と共有します。 

□ この評価は，来期の計画を立てる際の方向性を決定する重要な資料としてつなが

っていきます。 

 

＜個別の指導計画についての情報＞ 

・茨城県教育研修センターホームページ 

 [教育情報]-[特別支援教育]-[研修の資料] -[個別の指導計画の作成に 

  ついて] 

・教育情報ネットワーク（茨城県内の教員のみアクセス可） 

 [教育用コンテンツ]-[特別支援教育]-[個別の指導計画について] 

・文部科学省ホームページ（個別の指導計画様式例） 

 「小・中学校におけるＬＤ（学習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性 

    障害），高機能自閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガ 

    イドライン（試案）」の「資料５」 

・海津亜希子著「個別の指導計画作成ハンドブック」 日本文化科学社 
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＜個別の指導計画の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 目標設定 

   （長期目標） 

・１年後の児童生徒 

  の姿を想像して… 

 特別支援学級，通

常の学級，家庭な

ど，目標達成のため

の指導を主にどこ

で行うかを記入す

る欄です。 

 一つの目標に対

し複数の場で指導

できると効果的で

す。 

③ 具体的な手立て 

 ・児童生徒の得意なことを生かし，苦手なこ

とをカバーできるものを 

 ・環境調整も ⑤ 総合評価 

 ・目標の達成状況や，手立ての有効性などを評価 

 ・複数の教師の意見も取り入れて 

 ・来期の個別の指導計画の資料として活用 

② 目標設定（短期目標） 

 ・できた，できないで評価できる具体的な

目に見える行動目標に 

 ・長期目標をふまえて… 
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４ 

通知表の作成 

 特別支援学級の通知表は，評定だけでなく，児童生徒の学習の成果や生活の様子を，保

護者や本人に具体的に伝えるものです。その様式や内容については，各学校で独自に作成

することができます。特別支援学級の教育課程に基づいて，個々の児童生徒に応じた内容

で作成しましょう。 

１ 様式について確認すること 

□ 通常の学級の通知表 ＋ 別紙に特別支援学級での学習や生活の様子を記述 

□ 特別支援学級独自の通知表（教科別の指導，各教科等を合わせた指導について具

体的に記述する。） 

□ 個別の指導計画を通知表として活用 

２ 記入の際のポイント 

□ 保護者にとって分かりやすく書きましょう。 

・専門的な用語は控える。 

・特に良かったことを中心に，できるだけ具体的に書く。 

・可能であれば児童生徒が見ても，分かるように書く。 

□ 今，取り組んでいることを記入しましょう。 

・今学期の努力のあとがうかがえるように書く。 

・評定や記号だけでなく，ひとこと添える。 

□ 指導のねらいや具体的な方法を記入しましょう。 

・学校と家庭が協力して指導できるように具体的な支援方法を書く。 

・来学期の取組のポイントを示す。 

・個別の指導計画を活用し，短期目標の評価を書く方法もある。 

□ できるようになったことについて書きましょう。 

・「できる」「できた」ことを中心に伝える。 

・児童生徒が読むことを考慮し，よいところを書く。 

・記入しきれないときや直接伝えたいときは，面談や電話で伝える。 
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 通知表と一緒に，先生が作成した「がんばりメダル」や「がんばったで

賞（表彰状）」，学期に撮ったスナップ写真をアルバム等に整理して渡すな

ど，工夫をしてみましょう。児童生徒と保護者が活動の様子を楽しく振り

返ることができます。さらに来学期の活動の意欲が向上するでしょう。 

 中学校の場合，生徒の進路のことも考慮し，評定や各項目の記入内容に

ついては交流学級の担任や各教科担当と事前に打ち合わせをすることが必

要です。 

＜通知表の形式と記入例＞ 

児童氏名（学年） ○○ ○○ （２年） 記入者 ●● ●● 

 

保護者の願い 

○ マナーよく食事がとれるようになってほしい（こぼさない，よい姿勢）。 

○ 食事の準備，片付けが身に付き，手伝いをするようになってほしい。 

○ 遊んだ後の片付けを進んでやれるようになってほしい。 

今年度の目標 
○衣服の着脱や身の回りの整理整頓を一人ですることができる。 

○相手の質問に対して，その趣旨にあった回答をすることができる。 

教科 

・領域 
短期目標 手立て 

達成 

状況 
学習の様子 次学期に向けて 

 

日 

常 

生 

活 

の 

指 

導 

○毎朝 15 分間で着

替えをすることが

できる。 

 

 

 

 

 

○タイムタイマ

ーを提示し，残り

の時間が視覚的

に捉えられるよ

うにする。 

 

 

 

◎ ○毎朝の着替えで

は，短い時間に要

領よく着替えがで

きるようになりま

した。脱いだ服を

きちんとたたむこ

ともできるように

なっています。 

○タイムタイマーを

提示したことで，終

わりの時間を意識す

ることができるよう

になってきました。

２学期も継続して取

り組んでいきます。 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

○会話のやりとり

を２往復続けるこ

とができる。 

○日付や曜日，天

気等の簡単な質

問に答えること

から会話が続く

ようにする。 

○ ○天気の質問には

答えることができ

ました。一問一答

になることが多か

ったです。 

○昨日の出来事に

関する質問等を取

り入れながら，会話

が継続できるよう

にしていきます。 

  

個別の指導計画の短

期目標の形式を活用

するといいですよ。 
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５ 

教材・教具の作成や活用 

 学習活動において，児童生徒が自主的，主体的に学習を進め，基礎的・基本的な内容を 

確実に身につけるようにするために，教材・教具を適切に活用することが必要です。 

 市販されているものについては，そのまま利用，活用ができるか十分に吟味する必要が

あります。適切なものがない場合は，児童生徒の興味関心，実態に応じた手作り教材・教

具を開発し，活用していくことも効果的です。 

１ 作成にあたってのポイント 

□ 児童生徒の実態や発達に見合ったもの 

□ 「できた」「分かった」という成就感や達成感があるもの 

□ 「もう一度やってみたい」という意欲がもてるもの 

□ 結果がわかりやすく，確認しやすいもの 

□ 興味・関心がもてるもの 

２ 作成の参考になるもの 

・教材カタログ 

・近隣の特別支援学級や特別支援学校での取組 

・ホームセンターや100円均一ショップ，玩具店 等 

・インターネット 

 

 「教材・教具についての情報」 

 ・茨城県教育研修センターホームページ 

   [教育情報]-[特別支援教育]-[教材・教具集] 

・「特別支援学校の授業に役立つ自作創作教材・教具」 

  http://www.asahi-net.or.jp/~ue6s-kzk 
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６ 

共通理解 

 児童生徒が，学校生活の中で，一人一人の個性を発揮し，健やかに成長・発達するため

には，校内において温かく理解され，安心して学習に取り組める環境が必要です。 

 そのためには，校内の全教職員が特別支援学級の児童生徒や特別支援教育について十分

に理解し，協力し合える体制をつくることが重要です。 

 また，特別支援学級担任が孤立することのないように，校内組織の確立及び学習環境の

整備を行うことも大切です。 

 共通理解の手立て 

□ 職員会議での共通理解……職員会議で特別支援学級の様子を積極的に知らせま 

            しょう。 

□ 学年会への参加 ……在籍児童生徒の学年会に入って情報交換をしましょう。 

□ ＰＴＡ行事の案内………ＰＴＡ行事に参加しやすいように，交流学級の先生か 

らも保護者に声をかけてもらいましょう。 

□ 授業の公開，研究会……特別支援学級での活動の様子を見てもらいましょう。 

□ 研修内容の伝達……研修会で学んできた情報を，先生方にも伝えましょう。 

□ 廊下掲示の工夫……作品や学習の様子を廊下に掲示しましょう。 

□ ゲストティーチャーの活用……作業学習や生活単元学習の授業に，地域のゲスト 

            ティーチャーに来てもらいましょう。 

□ 学校通信の活用……保護者や本人の了承を得た上で，学校通信に記事を載せ，他 

         校や地域に回覧してもらいましょう。 

□ 教室の開放……校内の共通理解の基，可能ならば，休み時間に教室を開放し，多 

       くの児童生徒が来られるようにしましょう。 

□ 各学年通信の活用……保護者や本人の了承を得た上で，各学年の学級通信にも記 

          事やお知らせを載せてもらいましょう。 

□ 地域への理解啓発……地域の公共施設の清掃や緑化活動への参加を計画してみ 

ましょう。 

□ 昼の放送の活用……児童生徒の学習の様子を昼の放送で流してもらいましょう。 

□ 作物，作品の販売……児童生徒が育てた野菜や草花，手作りの小物，調理したお 

菓子などを販売する場を設けましょう。 

□ ミニ行事の企画……ミニ発表会やミニコンサートで練習の成果を発表する場を 
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設けましょう。また，児童生徒を通して，交流学級の友達 

を招待するなど，交流の場を積極的に設けていきましょう。 

□ ＴＴの弾力的運用……交流学級での学習の際，得意分野を生かし，時には特別支 

          援学級の担任がＴ１になって指導をしてみましょう。また， 

          理解啓発のための授業を工夫しましょう。 

□ ボランティア活動の工夫……児童生徒の活躍の場となるようなボランティア活 

動を計画してみましょう。 

□ 担任不在時の協力依頼……担任が出張などで不在の時，児童生徒の実態に応じて 

校内の先生に塡補に来てもらいましょう。 

□ 保護者面談の工夫……保護者面談には，場合によっては，交流学級の担任や学 

年主任も同席し，保護者の話を一緒に聞いてもらいましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


